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国語 算数 国語 算数 理科

Ｒ１年度

Ｒ２年度
正答率

学年 小学校第４学年 小学校第５学年
教科

国語 算数 国語 算数 理科

Ｒ１年度
Ｒ２年度

令和２年度については、新型コロナウイルス感染症の影響による全国学力・学習状況調査

の中止に伴い、高知県学力定着状況調査の結果より子どもたちの知の状況を把握することと

しました。その結果、小・中学校ともに、多くの教科で前年度と同等もしくは、それ以上の

平均正答率となっており、前年度と同水準といえます。

なお、目的に応じて複数の情報から正しい情報を根拠として読み取り、原因や結果を説明

したり、解決方法の構想を立てたりすることに課題が見られました。

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■高知県学力定着状況調査結果（R1，R2年度）
 ◇本県の平均正答率

  

(％)

(％)

小学校

中学校

(％)

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度

Ｒ２年度
正答率

学年 中学校第１学年
教科

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度
Ｒ２年度

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度

Ｒ２年度
正答率

学年 中学校第２学年
教科

国語 社会 数学 理科 外国語（英語）

Ｒ１年度
Ｒ２年度
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②高等学校の学力について
公立高等学校の学力の状況は、学力定着把握検査の結果のうち、進学に重点を置く学校を

除く県立高等学校 校のものをみると、学習内容が十分定着しておらず、進学や就職の際

に困難が生じることが予測される生徒の割合（以下、「Ｄ３層の生徒の割合」という。）は、

令和２年度２年生１月実施で ％となっており、前年度の３年生４月実施の参考値と比べ

減少しています。

令和２年度２年生（Ｒ１年度入学生）の傾向を教科別にみると、国語と英語については、

高校での学習範囲の出題の割合が増加する２年生６月にＤ３層の生徒の割合が増加し、その

後、２年生１月では、国語でＤ３層の生徒の割合が若干増加していますが、英語では例年同

様減少しています。また、数学はほぼ例年どおりの動きとなっています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇教科別にみた D3 層の占める割合の推移（２年生）
【国語】 【英語】【数学】

■学力定着把握検査結果
◇２年生１月の 3 教科総合の結果（H30，R1 年度３年生（４月）は参考値） 

※数値は学力定着把握検査Ⅰ（29 校）の結果（その他 7 校では別検査を実施）
※評価尺度である学習到達ゾーンの内容は下表のとおり（なお、学力定着把握検査Ⅰにおける学習

到達ゾーンの最高値は A2 であり、A1～S1 は存在しない）

H30 年度 （４月）

Ｒ１年度 （４月）

D3 D1＋D2 C B A

進学 就職
Sゾーン S1～S3 難関大学合格レベル（最難関大学はS1）
Aゾーン A1～A3 国立大学合格レベル

公立大学合格レベル（一般入試）

B2～B3
国公立大学の推薦入試に合格可能で、私立大学の一般入試では
選択肢が広がるレベル

Cゾーン C1～C3 私立大学・短期大学・専門学校の一般入試に対応可能なレベル 就職筆記試験における平均的評価レベル

筆記試験が課される企業では不合格になることが多い
Dゾーン

上級学校に進学することはできるが、授業についていけず、苦
労する学生が多い

就職試験で必要な最低限のラインはクリアしているが、仕事をする
うえで支障が出ることが多い

学習到達ゾーン
（ＧＴＺ）

進路選択肢

上場企業等の大手の就職筆記試験や公務員試験に対応できるレベル
Bゾーン

(%) (%)(%)(%)

２年度入学生 １年度入学生 年度入学生
県高等学校課調査（国の「高校生のための学びの基礎診断」の認定を受けた測定ツールを活用）

 

＜２年生＞

＜３年生＞

Ｒ２年度 （１月）
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県外就職者数

県内就職者数

就職内定率

県内就職者の割合

公立高等学校卒業者の進路の状況については、進路未定で卒業する生徒の割合は減少傾向 
にあり、平成 年度の ％から令和元年度は ％と半減以上しています。

４年制大学の進学者の割合は、徐々にではありますが着実に増加しており、令和元年度は

％となっています。

さらに、就職内定率が着実に改善してきたことにあわせ、県内就職者の割合も上昇傾向に

あり、近年は ％を超えています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■公立高等学校卒業者（全日・定時・通信制）の進路状況

■公立高等学校卒業者（全日・定時制）の就職の状況

※就職率・進学率は、公立高校卒業生全体に占める割合
※進路未定には、具体的な進学・就職先が未定の生徒、パート・アルバイト等の生徒も含む

県高等学校課調査

県高等学校課調査

(人) （％）

（年度）

（%）

（年度）
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第
２
期
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大
綱

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

参
考
資
料

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
子
ど
も
た
ち
が
安
定
し
た
学
校
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

を
活
用
し
た
学
習
活
動
の

充
実
に
よ
る
一
人
一
人
の
多
様
性
に
応
じ
た
個
別
支
援
や
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
な
ど
の
一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
る

2
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
就
学
前
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
教
育
の
充
実

3
不
登
校
へ
の
重
層
的
な
支
援
体
制
の
強
化

【
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
活
用
し
た
「
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
の
実
践
】

■
全
公
立
学
校
が
利
用
で
き
る
「
学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
活
用
を
ス
タ
ー
ト

■
を
効
果
的
に
活
用
し
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

（
授
業
づ
く
り
講
座
、
情
報
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
（
小
学
校
）
の
養
成
及
び
普
及
活
動

等
）

■
を
活
用
し
た
授
業
と
家
庭
学
習
の
サ
イ
ク
ル
化
に
よ
る
英
語
教
育
の
強
化

■
県
立
高
等
学
校
拠
点
校
に
お
け
る
次
世
代

・
教
育
の
推
進

■
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る

を
日
常
的
に
活
用
し
た
学
習
の
推
進

■
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
遠
隔
授
業
の
充
実
と
配
信
校
の
拡
大

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
も
有
効
な

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
整
備
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
個
々
の
学
ぶ
力
を
引
き
出
し
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
を
実
現
す
る
「
学
校
の
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

を
活
用
し
た
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」
を
推
進

1
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
「
学
校
の
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
の
構
築

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
貧
困
の
世
代
間
連
鎖

を
教
育
の
力
で
断
ち
切
る
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど

も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
強
化

■
不
登
校
等
の
児
童
生
徒
の
学
校
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

学
校
復
帰
、
社
会
的
自
立
を
実
現
す
る
不
登
校
支
援
を
推
進

■
中
・
高
が
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
活
用
や
進
路
指
導
の
充
実

■
産
業
系
専
門
高
校
の
魅
力
向
上
と
高
等
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
情
報
発
信
の
強
化

■
福
祉
部
門
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
の
充
実

■
校
内
適
応
指
導
教
室
の
設
置
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
の
研
究

■
指
定
地
域
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

を
活
用
し
た
自
主
学
習
等
の
研
究
支
援

「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
っ
た
教
育
活
動

4
系
統
的
な
体
力
・
運
動
能
力
の
育
成
に
向
け
た
取
組
強
化

第
２
期
教
育
大
綱
１
年
目
の
成
果
や
課
題
を踏

ま
え
、

教
育
の
「質
」を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
推
進
、強

化

【
「
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
の
確
立
に
向
け
た
環
境
整
備
】

■
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
お
け
る
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

■
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
安
定
的
に
利
用
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保

■
教
員
の

活
用
指
導
力
の
向
上
の
た
め
の
体
系
的
な
研
修
や
専
門
人
材
に
よ
る
支
援
体
制
の
確
保

■
保
育
活
動
や
教
育
課
程
に
位
置
付
け
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進

■
高
大
連
携
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

【
の
活
用
に
よ
る
業
務
負
担
の
軽
減
】

■
教
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
導
入
（
県
立
学
校
、
市
町
村
立
学
校
）

■
市
町
村

支
援
員
の
確
保
促
進
及
び
資
質
向
上
の
支
援

■
を
活
用
し
た
効
率
的
な
研
修
の
推
進

業
務
改
善
に
不
可
欠
な

活
用

■
令
和
２
年
度
の
取
組
成
果
を
踏
ま
え
た
少
人
数
学
級
編
制
の
拡
充

■
「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
」
に
基
づ
く
取
組
の
推
進

（
地
域
部
活
動
・
合
同
部
活
動

等
）

■
小
中
９
年
間
で
段
階
的
に
体
力
要
素
を
高
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・
活
用
推
進

■
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
向
け
た
準
備
と
体
制
整
備

5
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
整
備
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

■
系
統
的
に
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
就
学
前
か
ら
の

計
画
的
・
継
続
的
・
合
理
的
な
取
組
を
推
進

■
「
学
校
の
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
を
支
え
る
き
め
細
か
な
環
境
を
整
備

■
市
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校
・
地
域
と
連
携
し
､学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
推
進

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
改
訂

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
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○
「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
に
沿
っ
た
活
動
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
機
能
の
活
用
に
よ
り
感
染
症
対
策
と
日
常
の
学
習
活
動
の
充
実
と
を

両
立
し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
ぶ
意
欲
や
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
教
育
環
境
に
飛
躍
的
な
変
革
を
も
た
ら
す
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
日
々
の
学
習
活
動
で
最
大
限
に
活
用
し
、
学
び
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
学
力
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、

を
活
用
し
た
「
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
へ
の
転
換
を
通
じ
て
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
も
有
効
な

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
整
備
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
個
々
の

学
ぶ
力
を
引
き
出
し
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
「
学
校
の
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
の
実
現
を
目
指
す

■
さ
ら
に
、
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
個
に
応
じ
た
使
い
や
す
い
学
習
ツ
ー
ル
と
な
り
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
厳
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
、
多
様
な
発
達
や
障
害
な
ど
の
特
性
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
個
別
支
援
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
「
学
校
の
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
の
構
築

ポ
イ
ン
ト
1

取
組
の

方
向
性 現
状
・
課
題

実
施
内
容

個
々
の
理
解
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
学
習
を
進
め
ら
れ
る
教
材
や
、
一
人
一
人
の
学
習
定
着
度
を
把
握
し
学
習
指
導
に
活
用
で
き
る
ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
等
を
組
み
合
わ
せ
た

「
学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
よ
り
、
個
々
の
強
み
を
伸
ば
し
、
つ
ま
ず
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
個
別
指
導
を
実
践

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
主
体
性
を
持
っ
て
参
加
し
、
協
働
し
て
学
び
合
う
効
果
的
な

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
実
現

ビ
デ
オ
通
話
機
能
の
活
用
に
よ
り
、
場
所
を
選
ば
ず
に
双
方
向
で
通
信
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
指
導
が
可
能

●
一
人
一
人
の
理
解
に
合
わ
せ
た
学
習
が
可
能

・
個
々
の
理
解
の
状
況
に
応
じ
て
、
基
礎
問
題
や
応
用
問
題

に
段
階
的
に
進
め
て
い
け
る

・
県
教
育
委
員
会
が
本
県
の
学
力
課
題
を
踏
ま
え
作
成
し
た

教
材
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
使
用

●
学
習
支
援
動
画
や
単
元
テ
ス
ト
な
ど
良
質
な
教
材
を
全
校
で
共
同
利
用

●
教
室
に
い
な
が
ら
、
校
外
と
の

交
流
が
実
現

●
校
内
で
の
非
対
面
学
習
も
可
能

●
デ
ジ
タ
ル
教
材
で
の
学
習
履
歴
を
蓄
積
し
、

個
々
の
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
可
視
化

・
教
員
が
個
別
指
導
や
授
業
改
善

に
活
用

ス
タ
デ
ィ
ロ
グ

デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
教
材

教
室
と
校
外
を
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

主
体
性
や
意
欲
を
引
き
出
す
協
働
学
習
の
充
実

一
人
一
人
の
学
習
進
度
や
学
習
定
着
状
況
に
応
じ
て
学
ぶ
力
を
引
き
出
す
最
適
な
個
別
指
導
の
実
現

学
校

家
庭

●
再
度
の
感
染
拡
大
時
に
は
、
家
庭

学
習
に
活
用
可
能

●
不
登
校
や
病
気
療
養
中
で
も
、
授
業

の
視
聴
が
可
能

意
見
の
共
有

●
一
人
一
人
の
意
見
や
考
え
を
ク
ラ
ス

全
員
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
画
面
共
有

●
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
相
互
に
意
見

を
書
き
込
み
な
が
ら
、
共
同
編
集
で

資
料
を
作
成

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
徹
底

活
用
に
よ
り
、
学
習
指
導
の
大
幅
な
効
率
化
を
実
現

・
学
習
課
題
の
配
付
、
回
収
、
採
点
の
自
動
化
な
ど
に
よ
る
業
務
の

負
担
軽
減

教
員
の
働
き
方
改
革

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
利
用
で
き
る
学
習
支
援
ツ
ー
ル
の
様
々
な
機
能
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
ぶ
力
を
引
き
出
し
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
「
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
」
を
実
践

教
材
作
成
機
能

協
働
学
習
ツ
ー
ル

ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル

教
材
バ
ン
ク

教
材
自
動
配
付
･採

点

協
働
作
業

教
材
バ
ン
ク

個
別
支
援
へ
の
活
用

●
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
充
実
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◆
学
力
の
未
定
着
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
虐
待
や
非
行
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
福
祉
部
門
と
も
連
携
し
「
高
知
家
の

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」
に
沿
っ
て
、
就
学
前
か
ら
高
等
学
校
ま
で
各
段
階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
推
進

【
具
体
策
】
保
育
所
･幼

稚
園
等
と
家
庭
や
地
域
等
と
の
連
携
充
実
、
放
課
後
等
に
お
け
る
学
習
の
場
の
充
実
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
･強

化
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
取
組
の
推
進
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

現
状

◆
生
活
困
難
世
帯

（
※
）
の
割
合
：
約

％
＜

高
知
県
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
＞

※
｢等

価
世
帯
所
得

万
円
未
満
｣｢
生
活
必
需
品
非
所
有
｣｢
公
共
料
金
等
の
支
払
困
難
経
験
｣の

い
ず
れ
か
の
該
当
世
帯

◆
被
保
護
世
帯
の
子
ど
も
の
数

～
歳

：
人

＜
高
知
県
生
活
保
護
統
計
年
報
＞

◆
就
学
援
助
率

（
公
立
小
中
学
校
の
要
保
護
･準

要
保
護
児
童
生
徒
：

【
全
国
１
位
（
全
国
平
均

】
＜
Ｈ

文
科
省
調
査
＞

※
要
保
護
（
生
活
保
護
世
帯
等
）

人
、
準
要
保
護
（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
）

人
◆
ひ
と
り
親
世
帯
率

（
歳
未
満
の
子
ど
も
と
母
又
は
父
）
：

％
【
全
国
５
位
（
全
国
平
均

）
】

＜
国
勢
調
査
＞

※
母
子
世
帯
の
年
間
就
労
収
入
：

万
円
未
満

、
～

万
円
未
満

、
～

万
円
未
満

、
～

万
円
未
満

、
万
円
以
上

経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況

◆
中
学
校
卒
業
者
（
進
学
以
外
の
者
の
状
況
）

＜
２
学
校
基
本
統
計
調
査
、
私
立
学
校
含
む
＞

○
就
業
（
自
営
･臨

時
等
）

人
○
進
路
未
定

人
（
参
考
：
高
等
学
校
進
学
率

）

◆
公
立
高
等
学
校
卒
業
者

＜
２
県
高
等
学
校
課
調
査
＞

【
進

学
】

人
（

年
制
大
学

人
､短

期
大
学

人
､専

修
･各

種
学
校

人
）

【
就

職
】

人
％

（
県
内

人
、
県
外

人
）

【
そ
の
他
進
路
未
定
】

人
％

（
パ
ー
ト
･ア

ル
バ
イ
ト
等
も
含
む
）

＜
参
考
＞

普
通
科
：
進
学

％
、
就
職

、
そ
の
他
進
路
未
定

そ
の
他
：
進
学

、
就
職

、
そ
の
他
進
路
未
定

生
徒
の
進
路
等
の
現
状

（
令
和
２
年
３
月
卒
業
生
）

◆
取
組
強
化
に
向
け
た
視
点

（
現
在
の
取
組
に
対
す
る
各
方
面
の
専
門
家
等
の
意
見
）

【
経
済
的
自
立
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
】

・
学
力
の
み
で
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
は
困
難
、
各
校
種
が
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
が
必
要
【

】
・
中
学
校
段
階
で
社
会
人
と
し
て
の
素
養
の
育
成
が
重
要
【
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
】

【
多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示
】

・
地
域
と
連
携
し
多
様
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
実
感
が
わ
く
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
必
要
【
有
識
者
】
・
保
護
者
以
外
に
も
良
い
生
活
モ
デ
ル
が
必
要
【

】
【
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
活
用
】

・
で
き
た
こ
と
や
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
次
の
目
標
等
を
日
常
的
に
書
き
込
み
振
り
返
る
習
慣
を
つ
け
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
･パ

ス
ポ
ー
ト
を
上
手
く
活
用
す
る
取
組
が
必
要
【
企
業
経
営
者
、
学
校
関
係
者
】

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

【
具
体
的
な
進
路
情
報
の
早
期
提
示
】

・
子
ど
も
に
も
多
様
な
進
路
情
報
や
経
済
支
援
制
度
等
を
伝
え
る
具
体
的
な
進
路
指
導
が
必
要
【
商
工
団
体
代
表
】

・
保
護
者
も
様
々
な
支
援
制
度
を
よ
く
知
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
【
有
識
者
】

・
職
種
に
特
化
し
て
就
職
に
直
結
す
る
役
立
つ
資
格
の
取
得
が
必
要
、
進
路
決
定
に
関
し
て
は
保
護
者
か
ら
自
立
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
【
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

【
確
実
に
連
携
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
】

・
心
理
士
と
保
育
士
な
ど
、
専
門
職
同
士
の
連
携
体
制
づ
く
り
が
必
要
【
幼
保
支
援

】
・
学
校
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
多
様
な
専
門
人
材
が
支
援
で
き
る
体
制
が
必
要
【
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
】

・
学
校
と

の
連
携
が
十
分
で
な
く
踏
み
込
ん
だ
支
援
が
で
き
な
い
事
例
も
あ
る
【
商
工
団
体
代
表
】

・
教
育
が
最
前
線
で
取
り
組
む
に
は
限
界
が
あ
り
、
福
祉
と
の
連
携
が
必
要
【
有
識
者
】

・
学
校
と
関
係
機
関
と
の
「
情
報
提
供
」
に
終
わ
り
「
連
携
」
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
側
面
も
あ
る
【
学
校
関
係
者
】

外
部
専
門
人
材
と
の
連
携

進
路
指
導
の
充
実

・
保
護
者
の
子
育
て
課
題
も
あ
り
、
就
学
前
か
ら
の
取
組
が
必
要
【

】
・
社
会
福
祉
士
や
民
生
児
童
委
員
、
保
健
師
な
ど
福
祉
･保

健
分
野
の
支
援
が
必
要
【
幼
保
支
援

､有
識
者
】

保
護
者
へ
の
支
援多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
就
学
前
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
の
充
実

①
ポ
イ
ン
ト
2

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
を
教
育
の
力
で
断
ち
切
る
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る

な
ど
、
多
様
な
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
強
化

取
組
の

方
向
性
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「取
組
強
化
に
向
け
た
視
点
」を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
検
証
に
基
づ
く今

後
の
取
組

分
野

項
目

保
育
所
･幼

稚
園
等

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

子 ど も へ の 支 援

キ
ャ
リ
ア

教
育
の

充
実

実
感
で
き
る

ロ
ー
ル
モ
デ
ル

の
提
示

家
庭
へ
の
支
援
を
通
じ

子
ど
も
の
生
活
環
境
を

整
え
、
安
定
し
た
生
活

リ
ズ
ム
や
豊
か
な
心
を

育
む

○
職
業
体
験
等
の
機
会
が
地
域
や
学
校
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
社
会
的
体
験
の
機
会
が
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
地
域
や
企
業
と
連
携

し
た
体
験
的
な
活
動
を
充
実
す
る
取
組
が
必
要

◆
多
様
な
人
材
が
参
画
す
る
地
域
学
校
協
働
活
動
の
充
実

◆
企
業
と
連
携
し
た
活
動
等
の
充
実

－
○
職
業
目
標
を
早
期
に
認
識
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
生
徒
の
実
感
が
わ
く
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

の
提
示
が
必
要

◆
目
標
に
向
か
っ
て
学
ぶ
高
校
生
や
自
立
し
た
新
卒
者
等
の

動
画
の
制
作

（
学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
に
掲
載
）

キ
ャ
リ
ア
･パ

ス
ポ
ー
ト
の
活
用

－

○
３
年
度
か
ら
高
等
学
校
へ
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
引
継
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
高
校
１
年
生
か
ら
具
体
的
な
進
路
目
標
の

実
現
に
向
け
た
知
識
･技

能
の
習
得
や
資
格
取
得
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
中
学
校
と
高
等
学
校
間
で
キ
ャ
リ
ア
･パ

ス
ポ
ー
ト
の
効
果
的
な

引
継
及
び
活
用
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

◆
中
高
連
絡
協
議
会
に
お
け
る
引
継
内
容
や
活
用
方
法
の
検
討
・
協
議

進
路
指
導

の
充
実

生
徒
と
保
護
者

へ
の
情
報
提
供

－

○
中
学
校
の
段
階
か
ら
、
将
来
の
自
立
に
向
け
た
進
路
選
択
に
必
要
な
能
力
や
資
格
、
進
学
や

就
職
時
の
経
済
支
援
制
度
な
ど
を
保
護
者
も
含
め
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
必
要

◆
保
護
者
向
け
の
経
済
支
援
制
度
一
覧
等
を
教
員
間
で
共
有
し
情
報
提
供

中
学
校
と
高
等

学
校
と
の
連
携

○
生
徒
の
進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、
生
徒
や
教
員
が
高
等
学
校
の
詳
細
な
情
報
に

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要

◆
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
等
を
学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
掲
載

家 庭 へ の 支 援

専
門
人
材

関
係
機
関

と
の
連
携

校
内
の
連
携

○
支
援
実
態
の
よ
り
詳
細

な
把
握
が
必
要

◆
や
親
育
ち
･特

別
支
援
保
育
ｺｰ
ﾃﾞ
ｨﾈ
ｰﾀ
ｰ等

に
よ
る
支
援
状
況
の
確
認

○
教
員
が

と
の
連
携
を
よ
り
一
層
意
識
し
、
学
校
が
組
織
的
に

の
専
門
性
の
活
用
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要

◆
校
内
支
援
会
の
活
用
徹
底
に
よ
る
教
員
と

と
の
情
報
共
有
の
強
化

◆
県
教
育
委
員
会
に
新
設
す
る
専
門
企
画
員
に
よ
る

へ
の
助
言
・
指
導

○
学
校
で
は
発
見
で
き
な
い
厳
し
い
家
庭
状
況
に
あ
る
児
童
生
徒
の
早
期
把
握
と
支
援

◆
と
市
町
村
児
童
福
祉
担
当
部
署
（
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
含
む
）
と
の
相
互
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
強
化

（
定
期
的
な
情
報
共
有
の
場
の
設
置
、
気
に
な
る
家
庭
へ
の
同
行
訪
問
等
）

校
外
の
連
携

【
長
期
的
取
組
】
◆
教
員
に
よ
る
自
己
成
長
に
向
け
た
助
言
に
加
え
、
「
将
来
設
計
」
の
視
点
で
助
言
で
き
る

専
門
人
材
（
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）
の
活
用

【
長
期
的
取
組
】
◆
専
門
性
を
持
つ

の
人
材
確
保

（
県
雇
用
の
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
増
員
等
）

◆
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
配
置
の
推
進

（
エ
リ
ア
配
置
や
重
点
配
置
等
へ
の
段
階
的
な
移
行
等
）

【
長
期
的
取
組
】

◆
支
援
状
況
に
応
じ
た

専
門
人
材
の
配
置
拡
充

◆
地
域
福
祉
部
が
拡
大
を

進
め
る
「
高
知
版
ネ
ウ

ボ
ラ
」
と
の
連
携

【
長
期
的
取
組
】
◆
各
市
町
村
が
段
階
的
に
拡
充
す
る
子
ど
も
家
庭
支
援
機
能
と
の
連
携
強
化

多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
就
学
前
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
の
充
実
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特
に
、
生
徒
の
進
路
選
択
の
重
要
な
時
期
を
抱
え
る
中
学
校
と
高
等
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、
生
徒
が
将
来
の
経
済
的
な
自
立
を
意
識
し
て
学
べ
る
環
境
を
整
え
る

ポ
イ
ン
ト

厳
しい

環
境
に
あ
る
子
ども

た
ち
へ
の
支
援

＜
キ
ャリ
ア
教
育
・進
路
指
導
に
お
け
る
中
・高
連
携
の
強
化
＞

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
経
済
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
子
ど
も
た
ち
が
「
経
済
的
な
自
立
」
を
意
識
し
た
将
来
の
進
路
目
標
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
認
識
し
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
学
力
や
職
業
能
力
、
社
会
性
等
を
身
に
つ
け
て
希
望
の
進
路
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路
指
導
の
充
実
を
図
る
。

◆
キ
ャ
リ
ア
教
育

・
発
達
段
階
に
応
じ
て
各
学
校

が
工
夫
し
た
取
組
を
実
施

・
取
組
内
容
は
、
学
校
ご
と
に

濃
淡
が
あ
る現

状
豊
か
な
心
を
育
て
る

関
わ
り
合
い
自
ら
学
ぶ
力
の
育
成

見
通
し
を
持
ち
や
り
抜
く
力
の
育
成

自
ら
の
将
来
を
切
り
拓
く
力
の
育
成

◆
３
年
度
よ
り
、
小
･中

･高
の
活
動
内
容
を
記
録
し
た
キ
ャ
リ
ア
･パ

ス
ポ
ー
ト
の
引
継
ぎ
が
ス
タ
ー
ト

高
等
学
校

○
著
名
な
職
業
人
の
進
路
講
演
会
な
ど
に
よ
る
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
提
示

○
企
業
･学

校
見
学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
た

職
業
観
･勤

労
観
の
醸
成

中
学
校

○
職
場
体
験
学
習
で
希
望
す
る
分
野
の
職
業
人

と
活
動
し
具
体
的
な
モ
デ
ル
を
実
感

○
職
業
調
べ
で
職
業
の
種
類
や
必
要
な
資
格
、

得
ら
れ
る
収
入
な
ど
を
把
握

高
知
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

◆
将
来
の
目
標
を
早
期
に
認
識
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
体
験
機
会
や
共
感
で
き
る
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
出
会
う
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
生
徒
が
高
校
入
学
時

か
ら
具
体
的
な
目
標
の
実
現
に
活
用
し
、
教
員
も
進
路
指
導
に
生
か
せ
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
･パ

ス
ポ
ー
ト
を
高
等
学
校
に
効
果
的
に
引
き
継
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

◆
中
学
校
の
段
階
か
ら
職
業
に
必
要
な
能
力
や
資
格
、
進
学
・
就
職
時
の
経
済
支
援
制
度
や
各
高
等
学
校
の
学
習
活
動
な
ど
の
情
報
を
生
徒
と
保
護
者
が
十
分
に
理
解
し
､

将
来
の
自
立
に
向
け
た
進
路
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
高
等
学
校
か
ら
の
さ
ら
な
る
情
報
発
信
と
中
学
校
・
高
等
学
校
が
連
携
し
た
情
報
共
有
が
必
要
。

◆
多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示

・
目
標
に
向
か
っ
て
学
ぶ
高
校
生
や
自
立
し
た
新
卒
者
な
ど
の

動
画
の
制
作

・
地
域
や
企
業
と
連
携
し
た
多
様
な
体
験
活
動
の
機
会
の
充
実

◆
キ
ャ
リ
ア
･パ

ス
ポ
ー
ト
の
効
果
的
な
活
用
の
仕
組
み
づ
く
り

・
キ
ャ
リ
ア
･パ

ス
ポ
ー
ト
活
用
推
進
中
高
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
引
継
の
成
果

と
課
題
を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
活
用
方
法
等
を
協
議

１
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

◆
進
学
・
就
職
に
関
す
る
経
済
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供

・
経
済
支
援
制
度
を
一
覧
に
ま
と
め
、
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
や
、
生
徒
へ
の

進
路
指
導
に
活
用

◆
産
業
系
高
校
な
ど
多
様
な
高
等
学
校
の
魅
力
発
信

・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
等
の
情
報
を
学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
掲
載

し
、
教
員
や
生
徒
が
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
整
備

２
進
路
指
導
の
充
実

課
題

今
後
の
取
組

公
立
高
校
卒
業
後
の
進
路
未
定
者
（
パ
ー
ト
･ア

ル
バ
イ
ト
含
む
）
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

元
卒
業
生
で
は
４

７
％
（
約

人
）

◆
進
路
指
導

・
中
高
が
連
携
し
高
校
進
学
の

た
め
の
指
導
を
実
施

・
生
徒
の
家
庭
状
況
等
の
情
報

共
有
は
限
定
的

情
報
共
有

高
等
学
校

○
中
学
校
に
出
向
く
高
校
説
明
会
や
、
中
学
生
を
招
く
体
験
入
学
の
実
施

○
家
庭
通
信
に
よ
る
支
援
金
や
奨
学
金
等
の
支
援
制
度
の
情
報
提
供

○
進
路
面
談
、
進
学
説
明
会
や
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

中
学
校

○
進
路
面
談
、
進
路
説
明
会
、
高
校
説
明
会
、
体
験
入
学
等
を
通
じ
て

生
徒
に
高
校
進
学
の
た
め
の
情
報
を
提
供

○
高
校
入
学
時
に
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
生
徒
の
状
況
等
を
引
継

小
学
校

○
地
域
の
仕
事
･産

業
を
学
び

働
く
こ
と
に
理
解
を
深
め
る

○
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
･ｽ
ｸｰ
ﾙや

地
域
学
校
協
働

活
動
で
地
域
の
大
人
と
関
わ
る

保
育
所
･幼

稚
園
等

○
ｶﾞ
ｲﾄ
ﾞﾗ
ｲﾝ
に
基
づ
く

非
認
知
能
力
の
育
成

○
生
活
モ
デ
ル
と
な
る

保
護
者
の
親
育
ち
支
援

中
高
連
絡
会

ｷｬ
ﾘｱ
･ﾊ
ﾟｽ
ﾎﾟ
ｰﾄ
活
用
推
進
中
高
連
絡
協
議
会
で
協
議

出
身
中
学
の
教
員
が

卒
業
生
の
高
校
生
活

の
状
況
を
確
認

中
高
が
連
携

し
た
取
組

キ
ャ
リ
ア

教
育

進
路

指
導

多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
就
学
前
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
の
充
実
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厳
し
い
家
庭
環
境
に
あ
る
児
童
生
徒
を
早
期
に
発
見
し
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
将
来
の
社
会
的
な
自
立
に
向
け
た
進
路
を
選
択
で
き
る
環
境
を
整
え
る

ポ
イ
ン
ト

厳
しい

環
境
に
あ
る
子
ども

た
ち
へ
の
支
援

＜
専
門
人
材
や
関
係
機
関
との

連
携
強
化
＞

○
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
の
子
ど
も
の
中
に
は
、
具
体
的
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
、
保
護
者
の
養
育
力
に
課
題
が
あ
り
保
護
者
も
含
め
た

家
庭
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

○
こ
う
し
た
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
に
つ
な
げ
、
社
会
で
自
立
で
き
る
進
路
に
導
い
て
い
く
た
め
に
、
校
内
支
援
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、
福
祉
保
健

部
署
と
の
連
携
強
化
を
図
る
。

◆
家
庭
の
厳
し
い
状
況
が
学
校
で
把
握

で
き
る
ケ
ー
ス

・
学
習
態
度
や
学
校
生
活
の
様
子
、
出
席
状
況

や
体
調
、
服
装
や
集
金
遅
れ
な
ど
外
形
的
な

課
題
が
あ
る
子
ど
も

・
要
対
協
ケ
ー
ス
（
要
保
護
･要

支
援
）

現
状

校
内
支
援
会

・
校
長
を
含
む
組
織
的
な

情
報
共
有

・
支
援
方
針
の
見
立
て

・
支
援
体
制
の
確
立
等

教
員
､

が
連
携
し
家
庭
訪
問

・
が
家
庭
状
況
を
確
認

・
経
済
的
支
援
の
必
要
性
や
生
活

面
で
の
課
題
等
を
探
る

家
庭

課
題
発
見

相
談

Ｓ
Ｓ
Ｗ

教
員

教
員 等

Ｓ
Ｓ
Ｗ

学
校

○
経
済
的
支
援
や
福
祉
･

保
健
･医

療
･就

職
支
援

な
ど
、
関
係
す
る
支
援

機
関
に
つ
な
ぐ

○
要
対
協

※
と
も
連
携

校
外

児
童
生
徒

支
援

家
庭
支
援

校
内
支
援
体
制

◆
家
庭
の
厳
し
い
状
況
が
学
校
で
把
握
で
き
な
い
ケ
ー
ス

・
家
庭
の
生
活
状
況
は
、
保
育
所
･幼

稚
園
や
小
学
校
段
階
で
は
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
が
、
成
長
と
と
も
に
外
形
的
に
は
課
題
が
見
え
に
く
く
な
る
傾
向
も
あ
り
、
学
校
で
は
十
分

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

＜
例
＞
○
保
護
者
の
失
業
や
離
別
等
で
収
入
が
途
絶
し
ア
ル
バ
イ
ト
生
活

○
家
族
の
介
護
や
障
害
の
ケ
ア
等
で
生
活
に
余
裕
が
な
い

○
養
育
放
棄
な
ど
に
よ
り
生
活
に
意
欲
が
持
て
る
環
境
に
な
い

な
ど

貧
困
の

世
代
間
連
鎖

中
学
･高

校
の
進
路
決
定
時

・
進
路
選
択
に
あ
き
ら
め

・
自
立
の
た
め
の
準
備
不
足

キ
ャ
リ
ア
教
育
･進

路
指
導
時

・
家
庭
か
ら
の
独
立
が
見
通
せ
な
い

・
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
な
い

◆
校
内
支
援
会
と

の
活
用
徹
底

・
の
役
割
を
全
教
員
に
周
知
徹
底
し
、
情
報
共
有
を
推
進

・
校
内
支
援
会
へ
の

や
の
参
画
を
徹
底

◆
の
資
質
向
上
と
効
果
的
配
置

・
か
ら
県
教
育
委
員
会
に
配
置
す
る
専
門
企
画
員
に
よ
る
助
言
･指

導
・
（
将
来
的
に
は
）
エ
リ
ア
配
置
に
よ
る
人
材
確
保

１
校
内
支
援
体
制
の
強
化

◆
と
市
町
村
児
童
福
祉
担
当
部
署
と
の
連
携
強
化

・
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
各
市
町
村
の
児
童
福
祉
担
当
課
（
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
含
む
）

を
位
置
付
け
、
定
期
的
な
情
報
共
有
の
場
を
設
置

・
気
に
な
る
家
庭
へ
の
同
行
訪
問
な
ど
、
子
ど
も
の
自
立
と
就
労
に
向
け
た
具
体
的
な
支
援
に
関
す
る

相
互
連
携
の
強
化

２
関
係
機
関
と
の
連
携

モ
デ
ル
事
例
：
日
高
村
「
元
気
創
造
拠
点
づ
く
り
」
カ
ル
テ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

課
題

今
後
の
取
組

進
路
決
定
時
に
課
題
が
発
覚
し
手
遅
れ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
早
期
に
支
援
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る

支
援
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
る

※
要
対
協
：
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
就
学
前
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
教
育
の
充
実
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校
内
適
応
指
導
教
室
設
置
校

４
校

８
校

校

「
学
習
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

活
用
モ
デ
ル
地
域

４
市

６
市

市

１
．
学
校
の
自
立
支
援
体
制
の
強
化

◇
校
内
適
応
指
導
教
室
モ
デ
ル
校
の
設
置
（

：
４
校
）

・支
援
の
対
象
を
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
に
ま
で
拡
充

・遠
隔
授
業
、タ
ブ
レ
ット
等
を
活
用
した

学
習
支
援
の
実
践
研
究

「学
習
支
援
プ
ラッ
トフ
ォー

ム
」を
活
用
した

自
主
学
習
の
研
究

・教
室
復
帰
に
向
け
て
よ
り柔

軟
な
対
応
が
可
能

・教
室
運
営
等
コー

デ
ィネ
ー
トす

る
教
員
の
配
置

・校
区
内
等
の
児
童
生
徒
の
柔
軟
な
受
け
入
れ

◇
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
の
充
実

・支
援
を
必
要
とす

る
児
童
生
徒
へ
の
学
習
機
会
の
保
障
と一

人
一
人
の
心
理
状
態
や
学
習
進
度
に
応
じた

学
習
支
援

・支
援
員
の
資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
会
等
の
実
施

・遠
隔
授
業
、タ
ブ
レ
ット
等
を
活
用
した

学
習
支
援
の
実
践
研
究

「学
習
支
援
プラ
ット
フォ
ー
ム
」を
活
用
した

自
主
学
習
の
研
究

◇
「学
習
支
援
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
」活
用
モ
デ
ル
地
域
指
定

（
：
４
市
）

・不
登
校
児
童
生
徒
や
家
庭
学
習
の
機
会
が
十
分
で
な
い
児
童

生
徒
の
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
に
「学

習
支
援
プ
ラッ
ト

フォ
ー
ム
」を
活
用
した

自
主
学
習
の
研
究

◇
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
生
か
した

学
校
・教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
の
充
実

・専
門
的
な
ア
セ
ス
メン
トに

基
づ
く子

ども
理
解
や
支
援
内
容
等

に
つ
い
て
、校

内
適
応
指
導
教
室
及
び
教
育
支
援
セ
ンタ
ー
に

指
導
・助

言
の
実
施

２
．
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
強
化

３
．
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

★
人
あ
た
り
の
新
規
不
登
校
児
童
生
徒
数
の

減
少

小
：

人
以
下

中
：

人
以
下

★
日
以
上
欠
席
し
て
い
る
不
登
校
児
童
生
徒
の

う
ち
、
学
校
内
外
の
関
係
機
関
等
の
相
談
や
支

援
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

％

目
標

不
登
校
へ
の
重
層
的
な
支
援
体
制
の
強
化

■
不
登
校
等
の
児
童
生
徒
の
学
校
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
学
校
復
帰
、
社
会
的
自
立
を
実
現
す
る
不
登
校
支
援
の
推
進

取
組
の
方
向
性

学
習
の
機
会
が
十
分
で
な
い
子
ど
も
た
ち
の
自
立
支
援
に
向
け
た
重
層
的
な
支
援
体
制
の
強
化

不
登
校
児
童
生
徒
・
不
登
校
傾
向
の
児
童
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
体
制

初
期

本
格
期

回
復
期

始
動
期

▶
人
間
関
係
の
トラ
ブ
ル
や
集
団
が
苦
手

な
どの
理
由
か
ら教

室
に
居
られ

な
い

▶
学
校
に
登
校
す
る
こと
が
で
き
な
い

教
育
支
援
セ
ンタ
ー
等
に
通
所
で
き
る

▶
学
校
や
教
育
支
援
セ
ン

ター
に
定
期
的
に
通
え
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
・
福
祉
等

関
係
機
関

◇
を
活
用
した

学
習
支
援
の
実
践
研
究

心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

初
期
段
階
で
の
支
援
強
化

校
内
適
応
指
導
教
室

◇
教
室
で
の
集
団
学
習
に
適
応
で
きな

い
児
童
生
徒
の
校
内
で
の
学
習
支
援
等
が
可
能

◇
初
期
の
段
階
か
らの

支
援
開
始
に
よ
り、
児
童
生
徒
の
登
校
･学

習
意
欲
を持

た
せ
た
自
立
支
援
の
実
施

◇
不
登
校
が
本
格
化
、長

期
化
しな

い
た
め
の
予
防
的
支
援
の
実
現

校
内
適
応
指
導
教
室

モ
デ
ル
校
の
設
置

学
校
だ
け
で
は
支
援
が
難
し
い

連
携
・
交
流

連
携
・
交
流

や
等
の
専
門
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
児
童
生
徒
理
解
や

支
援
に
つ
い
て
学
校
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
指
導
助
言

◇
校
内
支
援
会
の
質
的
向
上
や
教
育
支
援
セ
ンタ
ー
に
お
け
る
支
援
強
化
の
た
め
、訪

問
に
よ
る
指
導
・助

言
◇
東
部
・西

部
地
区
及
び
土
日
開
所
に
よ
る
相
談
活
動
や
、

・
の
専
門
性
向
上
の
た
め
の
ス
ー
パ
ー

バ
イズ

の
実
施

助
言
・
支
援

助
言

支
援

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
支
援
が
難
し
い

連
携

連
携

連
携

社 会 的 自 立 ・ 教 室 復 帰 ・ 学 校 復 帰 ・ 進 路 実 現

「学
習
支
援
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
」

活
用
モ
デ
ル
地
域
指
定

学
校
だ
け
で
は

支
援
が
難
し
い
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幼
児
期
は
身
体
を
動
か
す
遊
び
を
通
し
て
、
多
様
な
動
き
の
獲
得
や
体
力
・
運
動
能
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
か
ら
、

就
学
前
の
取
組
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
小
学
校
・
中
学
校
の
９
年
間
を
通
じ
て
計
画
的
・
継
続
的
・
合
理
的
に

体
力
・
運
動
能
力
向
上
の
取
組
が
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
要
素
を
段
階
的
に
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
資
料
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
体
育
・
保
健
体
育
の
授
業
や
体
育
的
活
動
な
ど
、
学
校
教
育

全
体
を
通
し
て
計
画
的
に
資
料
の
活
用
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
包
括
的
に
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
図
る
。

事
業
概
要

○
小
・
中
学
校
の
体
力
・
運
動
能
力
は
全
国
水
準
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
平
均
を
継
続
的
に
上
回
る
ま
で
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
体
力
総
合
評
価

群
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
長
期
間
の
臨
時
休
業
及
び
外
出
の
自
粛
に
伴
い
、
活
動
量
の
低
下
に
よ
る
児
童
生
徒
の
運
動
不
足

や
体
重
増
加
、
運
動
習
慣
等
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
見
ら
れ
る
。

現
状
・
課
題

◆
「
学
校
経
営
計
画
」
に
お
け
る
「
体
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
本
資
料
の

活
用
を
行
う
学
校
の
割
合

小
学
校
・
中
学
校
と
も
に

％
◆
各
小
中
学
校
の
体
力
向
上

県
の
体
力
合
計
点
が
小
・
中
学
校
と
も
に
継
続
的
に
全
国
平
均
を
上
回
る
。

◆
体
力
総
合
評
価

群
の
児
童
生
徒
の
割
合
の
減
少

～
元
年
度
の
平
均
値
か
ら
３
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
少
さ
せ
る
。

（
平
均
値
･･
･小

学
校
：
男
子

％
女
子

％
中
学
校
：
男
子

％
女
子

％
）

事
業
目
標

期
待
さ
れ
る
効
果

体
育
・
保
健
体
育
の
学
習
内
容
と
発
達
段
階
に
応
じ
た
体
力
・
運
動
能
力
の

向
上
と
を
関
連
付
け
た
指
導
資
料
の
活
用
を
通
し
て
、
全
て
の
学
校
に
お
い
て

計
画
的
・
継
続
的
・
合
理
的
に
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
が
向
上
す
る
。

令
和
２
年
度
の
取
組

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
メ
ニ
ュ
ー
）
の

作
成

・
体
力
・
運
動
能
力
を
包
括
的
に
向
上

さ
せ
る
た
め
に
発
達
段
階
に
応
じ
て

行
っ
て
ほ
し
い
運
動
（
動
き
）
を
、

「
こ
う
ち
の
子
ど
も
体
力
・
運
動
能

力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
ま
と

め
る
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
メ
ニ
ュ
ー
）
の

公
開

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
と
も

に
、
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
各
小

中
学
校
に
配
付
し
、
授
業
で
の
活
用

を
促
す
。

■
学
校
経
営
計
画
「
体
」
の
取
組

へ
の
位
置
付
け

・
全
て
の
学
年
で
活
用
す
る
よ
う
、
市

町
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
各
学
校

に
依
頼
す
る
。

実
施
内
容

【参
考
】体

力
総
合
評
価

群
の
割
合
を
前
年
度
の
県
平
均
と比

較
す
る
と、
小
学
校
で
は
男
子
が

％
、女

子
が

％
、

中
学
校
で
は
男
子
が

、女
子
が

％
上
回
って
い
る
。
（
「令

和
元
年
度
全
国
体
力
・運

動
能
力
、運

動
習
慣
等
調
査
」ス
ポ
ー
ツ庁

）

１
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
委
員
会
の
開
催
（

回
）

構
成
員
（
９
名
）
‥
大
学
関
係
者
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
の
各
体
育
連
盟
、
県
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー

・
内
容
の
検
討
、
動
画
作
成
及
び
活
用
周
知
の
協
力

令
和
３
年
度

■
「
幼
児
期
運
動
指
針
」
に
沿
っ
た
幼
児
期
の
身
体
を
使
っ
た
遊
び
の
実
施
、
「
運
動
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用
等
、
就
学
前
の
取
組
と
の
連
携

令
和
５
年
度

１
．
授
業
等
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

・
学
校
体
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
授
業
実
践
の
公
開

令
和
４
年
度

２
．
こ
う
ち
の
子
ど
も
体
力
・
運
動
能
力
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
解
説
書
及
び
運
動
動
画
の
作
成

・
運
動
の
行
い
方
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
、
運
動
の
工
夫
例
、
関
連

す
る
体
力
要
素
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
を
説
明
す
る
。

・
撮
影
し
た
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
視
聴
を
可
能
に
す
る
。

３
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
・
活
用
の
推
進

・
体
育
主
任
研
修
会
で
の
周
知

・
学
校
訪
問
時
の
公
開
授
業
に
お
け
る
活
用

・
体
育
授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
協
力
者
に
よ
る
モ
デ
ル
実
践

２
．
教
職
員
研
修

・
体
育
主
任
会
で
の
周
知
及
び
実
技
研
修
、
校
内
伝
達

・
夏
季
実
技
研
修
会
、

セ
ン
タ
ー
年
次
研
修
、
要
請
訪
問

３
．
体
力
・
運
動
能
力
向
上
推
進
モ
デ
ル
校

校
・
体
力
課
題
校
を
対
象
に
、
年
間
を
通
し
た
取
組
の
実
施

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
組
織
的
な
取
組

・
指
導
主
事
の
訪
問
等
に
よ
る
授
業
改
善
の
支
援

４
．
運
動
習
慣
形
成
に
向
け
た
取
組
と
の
連
携

・
「
こ
う
ち
の
子
ど
も
体
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
へ
の
位
置
付
け

１
．
実
践
モ
デ
ル
の
構
築

・
授
業
実
践
の
公
開

・
３
つ
の
資
質
・
能
力
の
育
成
及
び

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
効

果
的
な
活
用
も
踏
ま
え
た
実
践

２
．
教
職
員
研
修

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
未
実
施
の
学
校
で
の

校
内
研
修
等
の
実
施

３
．
推
進
モ
デ
ル
校

４
．
運
動
習
慣
形
成
に
向
け

た
取
組
と
の
連
携

系
統
的
な
体
力
・
運
動
能
力
の
育
成
に
向
け
た
取
組
強
化

〈
体
力
・
運
動
能
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業
〉

■
系
統
的
に
児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
就
学
前
か
ら
の
計
画
的
・
継
続
的
・
合
理
的
な
取
組
を
推
進

取
組
の
方
向
性

小
中

年
間
で
段
階
的
に
体
力
要
素
を
高
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・
活
用
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
・定
着
事
業

体
力
・運
動
能
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
・定
着
事
業
新
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国
が

２
年
９
月
に
と
り
ま
と
め
た
「
『
学
校
と
地
域
が
協
働
・
融
合
』
し
た
部
活
動
の
具
体
的
な
実
現
方
策
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
（
「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活

動
改
革
に
つ
い
て
」
）
に
沿
っ
て
、
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
持
続
可
能
な
部
活
動
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
両
立
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
。

〈
方
策
〉
・
休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
（
学
校
部
活
動
か
ら
地
域
部
活
動
へ
の
転
換
）
、
合
理
的
で
効
率
的
な
部
活
動
の
推
進
（
合
同
部
活
動
の
推
進
）

事
業
概
要

○
「
高
知
県
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
部
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
部
活
動
に
係
る
教
員
負
担
は
依
然
大
き
い
。

○
国
は
「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

５
年
度
以
降
に
休
日
の
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
移
行
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

○
少
子
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
単
位
で
の
部
活
動
が
成
り
立
た
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

○
全
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
「
こ
れ
か
ら
の
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
）
に
お
い
て
、
他
校
と
合
同
チ
ー
ム
を
作
り
、
運
動
部
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
市
町
村
の
割
合
は
県
全
体
で

％
と
な
っ
て
い
る
。

○
合
同
チ
ー
ム
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
行
の
中
学
校
体
育
連
盟
の
合
同
チ
ー
ム
編
成
規
程
で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
始
め
て
い
る
。

・
新
入
部
員
が
入
り
、
人
数
が
揃
え
ば
合
同
チ
ー
ム
は
組
め
な
い
。

・
原
則
、
地
区
（
県
内
５
地
区
）
を
ま
た
ぐ
合
同
チ
ー
ム
の
編
成
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

・
大
会
出
場
は
原
則
学
校
単
位
で
あ
る
た
め
、
地
域
単
位
の
チ
ー
ム
編
成
で
は
大
会
に
出
場
で
き
な
い
。
等

○
市
町
村
単
位
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
含
め
、
合
同
チ
ー
ム
編
成
で
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
・
課
題

実
施
内
容

■
中
学
校
の
合
同
部
活
動
（
運
動
部
）
の
推
進

①
課
題
解
決
に
向
け
て
、
学
校
及
び
市
町
村
の
意
向
を
集
約
し
て
協
議

・
各
学
校
、
市
町
村
の
意
向
を
集
約
し
、
各
地
区
の
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

で
協
議

↓
・
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
役
員
会
で
集
約

↓
・
「
こ
れ
か
ら
の
部
活
動
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」
（
大
学
教
授
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
関
係
者
ほ
か
）
に
て
協
議

②
中
学
校
体
育
連
盟
と
の
協
議
、
編
成
規
程
の
改
正

③
該
当
市
町
村
が
連
携
し
た
部
活
動
の
運
営

■
地
域
部
活
動
へ
の
移
行
（
令
和
５
年
度
以
降
）

①
合
同
部
活
動
の
実
践
も
踏
ま
え
つ
つ
、
中
学
校
に
お
け
る
地
域
部
活
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会
と
各
市
町
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て
検
討

・
３
年
度
か
ら
地
域
部
活
動
の
実
践
研
究
（
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
「
地
域
部

活
動
推
進
事
業
」
）
の
実
施

・
県
ス
ポ
ー
ツ
課
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
等
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
取
組
を
推
進

②
県
教
育
委
員
会
と
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
で
協
議
を
行
い
、
制
度
設
計

実
施

③
５
年
度
以
降
に
、
各
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
段
階
的
に
休
日
の
部
活
動
を

学
校
部
活
動
か
ら
地
域
部
活
動
へ
移
行

き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
整
備
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

■
市
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校
・
地
域
と
連
携
し
、
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」
を
推
進

取
組
の
方
向
性

ポ
イ
ン
ト
5

〈
「
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た

部
活
動
改
革
」
に
基
づ
く
取
組
の
推
進
〉
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